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える構成咬合量には,2段 階で行 う方法や,下 顎




態解析によって,適 切な構成咬合量 を検討 した報
告 はみ られ ない。そこで本研究ではTBAによる
顎運動時の最適な構成 咬合量を明らかにすること
を目的に,顔面軟組織の動態を検討 した。対象は,
成人男性の Ⅱ級1類 不正咬合10名およびI級 不
正咬合10名を選択 した。測定部位 は,左 右前頭
結節,メ トピオンとグラベラの中点,グ ラベラ,
左右眼窩点,鼻 尖点,鼻 下点,左 右鼻翼点,上 唇
点,左 右鼻翼点と口角結節点の中点,左 右口角結


















未装着時のI級 群 と比較 して左眼窩点,右 眼窩点,
鼻尖点,鼻 下点,上 唇点,右 口角結節点,左 口角
結節点,右 口角下部点,左 下顎角部,右 下顎角部
において有意に小 さかった。Ⅱ級群の前後方向の


















Ⅱ級1類 不正咬合の上唇の運動量は,I級 群 と









TBAの作用,対 象資料 の選択 に関する質問がな
され,申 請者 からそれぞれ的確な回答が得 られた。
後日,デ ータの追加に伴う本文の修正および図表
の変更について確認 し,適切 と判断 した。
本研究で得 られた知見は,適 切な構成咬合量を
決める上で,極 めて意義深 く,歯学の発展 に大き
く寄与 し,かつ専攻領域の学識についても十分な
識見を有 していると判断 したので,学 位授与に値
すると判定 した。
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